
整理番号

【
二

日

目
】

１時限目

令
和
八
年
度

一
般
選
抜
問
題

一
期

【
二
日
目
】

国

語

【

試
験
時
間

午
前
十
時

～

午
前
十
一
時

】

注

意

事

項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

二
、
国
語
の
問
題
は
一
ペ
ー
ジ
か
ら
十
三
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。

三
、
解
答
用
紙
は
一
枚
で
す
。

四
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
落
丁

（
ペ
ー
ジ
の
脱
落
）・
乱
丁
（
ペ
ー
ジ
の
乱
れ
）
に
気
付
い
た
場
合
は
、

手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
な
さ
い
。

五
、
問
題
冊
子
の
余
白
等
は
自
由
に
利
用
し
て
よ
い
が
、
ど
の
ペ
ー
ジ

も
切
り
離
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

六
、
試
験
時
間
は
六
十
分
で
す
。

七
、
受
験
番
号
と
氏
名
は
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄
に
記
入
し
な

さ
い
。

八
、
解
答
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

九
、
必
要
以
外
の
こ
と
を
解
答
用
紙
に
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

十
、
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
り
な
さ
い
。

            



次
の
文
章
は
、
小
山
太
郎
『
デ
ザ
イ
ン
経
営

各
国
に
学
ぶ
企
業
価
値
を
高
め
る
戦
略
』
の
一
部
で
あ
る(

た
だ
し
、
少
し
書
き
換
え
た)

。

読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。�

（
五
十
点
）

�

イ

Ａ

Ｂ

①

一

―  1 ―



②

ロ

Ⅰ

③

ハ

ニ

Ⅱ

―  2 ―



あ

Ｃ

―  3 ―



④

「

い

」

う

Ⅲ

ホ

⑤

�

（
小
山
太
郎
『
デ
ザ
イ
ン
経
営

各
国
に
学
ぶ
企
業
価
値
を
高
め
る
戦
略
』
よ
り
）

―  4 ―



問
一

傍
線
部
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

空
欄

イ

～

ホ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
、
使
用
は

一
度
の
み
）
。

ａ

さ
ら
に

ｂ

あ
る
い
は

ｃ

こ
こ
で
は

ｄ

さ
ま
ざ
ま
な

ｅ

た
と
え
ば

問
三

空
欄

Ⅰ

～

Ⅲ

に
適
す
る
語
は
何
か
。

Ⅰ

と

Ⅲ

は
Ａ
群
、

Ⅱ

は
Ｂ
群
の
中
か
ら
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
、
使
用
は
一
度
の
み
）。

Ａ
群

ａ

保
守
的

ｂ

革
新
的

ｃ

有
機
的

ｄ

潜
在
的

ｅ

将
来
的

ｆ

経
済
的

ｇ

精
神
的

ｈ

相
対
的

ｉ

対
照
的

ｊ

対
象
的

Ｂ
群

ａ

百
聞
一
見

ｂ

百
鬼
夜
行

ｃ

百
家
争
鳴

ｄ

百
折
不
撓

ｅ

百
年
河
清

問
四

傍
線
部
Ａ

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
四
十
五
字

以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
五

傍
線
部
Ｂ

と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
か
。
本
文

中
の
言
葉
を
用
い
て
百
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。
な
お

問
六

空
欄

あ

～

う

に
適
す
る
語
句
を
、
次
の
中
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
、
使
用
は
一

度
の
み
）
。

ａ

企
業
利
益
の
適
正
化

ｂ

完
成
し
た
美
の
か
た
ち

ｃ

生
活
様
式
の
方
向
性

ｄ

ユ
ー
ザ
ー
へ
の
共
感

ｅ

設
計
し
た
通
り
の
性
能

問
七

傍
線
部
Ｃ

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用

い
て
四
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

―  5 ―



問
八

次
の
文
章
は
、
筆
者
が
本
文
と
は
別
の
箇
所
で

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
部
分
か

ら
の
引
用
で
あ
る
。
空
欄

①

～

③

に
適
す
る
表
現
を
、
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。
（
た
だ
し
、
同
じ
番

号
に
は
同
じ
語
句
が
入
る
）。

①

②

②

③

③

―  6 ―



次
の
文
章
は
、
井
出
留
美
『
私
た
ち
は
何
を
捨
て
て
い
る
の
か

―
食
品
ロ
ス
、
コ
ロ
ナ
、
気
候
変
動
』
の
一
部
分
で
あ
る
（
た
だ
し
、

少
し
書
き
換
え
た
）
。
読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

�

（
五
十
点
）

①

イ

②

Ⅰ

ロ

ハ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

二

―  7 ―



Ａ

―  8 ―



　　

③

　

ニ

　

　　　

Ｂ

―  9 ―



④

Ｃ

ホ

⑤

―  10 ―



Ｄ

Ｅ

�

（
井
出
留
美
『
私
た
ち
は
何
を
捨
て
て
い
る
の
か

―
食
品
ロ
ス
、
コ
ロ
ナ
、
気
候
変
動
』
よ
り
）

―  11 ―



問
一

傍
線
部
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

空
欄

イ

～

ホ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
、
使
用
は

一
度
の
み
）
。

ａ

ま
ず

ｂ

ま
た

ｃ

も
っ
と
も

ｄ

し
か
も

ｅ

だ
が

問
三

空
欄

Ⅰ

～

Ⅴ

に
入
る
漢
字
二
字
の
言
葉
を
、
本
文
中
ま
た
は

図
１

、
図
２

か
ら
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

問
四

傍
線
部
Ａ

と
あ
る
が
、
そ
の
結
果
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
中
か
ら
全
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ

恵
方
巻
を
家
で
作
っ
た
人
数
は
、
外
部
で
購
入
し
た
人
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

ｂ

恵
方
巻
の
予
約
予
定
者
は
、
購
入
を
予
定
し
て
い
な
い
人
よ
り
少
な
い
。

ｃ

参
加
者
の
過
半
数
が
、
恵
方
巻
を
食
べ
た
と
回
答
し
て
い
る
。

ｄ

調
査
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
筆
者
が
予
想
し
た
通
り
の
結
果
だ
っ
た
。

ｅ

50
％
以
上
の
人
が
、
値
下
げ
さ
れ
た
ら
恵
方
巻
を
購
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

問
五

傍
線
部
Ｂ

と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て

百
三
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
六

傍
線
部
Ｃ

と
あ
る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
に
何
か
。
本
文
中
か
ら
五
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

―  12 ―



問
七

傍
線
部
Ｄ

と
あ
る
が
、
次
の
文
章
は
そ
の
調
査
結
果
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た

筆
者
の
提
言
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄

①

～

⑬

に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
次
の
ａ
～
ｍ
か
ら
選
び
、
記
号
で

書
き
入
れ
な
さ
い
（
た
だ
し
、
同
じ
番
号
に
は
同
じ
記
号
が
入
る
）。

ａ

困
窮

ｂ

影
響

ｃ

処
分

ｄ

排
出

ｅ

無
駄

ｆ

損
失

ｇ

社
会

ｈ

経
済

ｉ

環
境

ｊ

販
売

ｋ

消
費

ｌ

対
策

ｍ

軽
減
策

恵
方
巻
大
量
廃
棄
の

①

と
し
て
、

②

面
で
は
、
13
億
円
近
く
の

③

が
あ
る
。

④

面
で
は
、
大

量
の
二
酸
化
炭
素
が

⑤

さ
れ
、
水
資
源
も

⑥

に
な
る
。

⑦

面
で
は
、
生
活

⑧

者
が
食
べ
る
こ
と

が
で
き
た
は
ず
の
恵
方
巻
が

⑥

に

⑨

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
全
国
的
な

⑩

者
意
識

調
査
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た

⑪

の
考
案
、

⑫

者
側
の
ロ
ス

⑬

の
共
有
を
提
案
し
て
い
る
。

問
八

傍
線
部
Ｅ

な
ん
て
こ
と
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
と

思
っ
て
し
ま
う
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
百
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も

一
字
に
数
え
る
）
。

―  13 ―




